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第 2 章では実際の応用研究で使用される光学系を用いた場合の入射光に対し，第 1 章の実用的母関数
を周いて光電流パルスの時間間隔分布を計算し，入射光の性質を決定している各パラメーターが分布形
状に及ぼす影響を調べている。
























(1) 試作したレーザー散乱光子時間間隔分布測定装置は，不感時間が充分短くかっ大容量( 1024 チャネ
ノレ x36 ビット)で，実用上充分な精度を有する。さらに乙れを用いて，実用光学系に適用できる新し
い光電流パルス時間間隔分布の理論の正当性を示した。
(2) 乙れまで測定不可能であった弱い散乱光の場合に，在来のホモダイン光学系レーザードップラー速
度計 (LDV) に上記装置を応用することにより粒子速度が測定可能となった。さらに散乱光強度が過
大なため測定不可能な場合に，ヘテロダイン光学系 LDV と上記装置を併用することにより粒子速度
測定が可能となった。
(3) マルチスリットによる干渉縞を粒子が通過する際の散乱光強度の相対変動成分(ビジピリテイ)を
利用し，高性能の粒子径選択法を実現した。これにより単一細胞だけの蛍光強度測定が可能になった。
(4) 細胞診の自動化において障害となる細胞集塊の問題を新考案のフローシステムにより解決した。さ
らに，本システムに上記のピジビリテイ方式選別法を用いた核蛍光強度測定法とパルス時間間隔測定
装置を適用することにより自動スクリーニングに対して有力な手法を提供した。
以上のように本論文は， レーザー散乱光による光電流パルスの統計的性質に関して新しい知見を得て
おり，さらに乙れを応用した新しい計測法を開発し，応用光学ならびに医用工学に貢献するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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